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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成23年12月8日(2011.12.8)

【公開番号】特開2010-114708(P2010-114708A)
【公開日】平成22年5月20日(2010.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2010-020
【出願番号】特願2008-286190(P2008-286190)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月26日(2011.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像する撮像手段と、この撮像手段により撮像された被写体像をスルー画像と
して表示する表示手段とを備えたカメラ装置において、
　前記撮像手段により撮像された被写体像から人物の顔領域を検出する顔検出手段と、
　合成用の顔画像が記憶された画像記憶手段と、
　前記顔検出手段により検出された人物の顔領域に、前記画像記憶手段に記憶されている
合成用の顔画像を複数の合成比率で合成して複数の合成画像を生成する画像合成手段と、
　この画像合成手段により生成された複数の合成画像を、前記表示手段にスルー画像と共
に表示させる表示制御手段と、
　この表示制御手段によって前記表示手段に表示された複数の合成画像のうちから所望す
る合成画像を使用者に選択させる選択制御手段と、
　使用者の撮影要求に応答し、前記選択制御手段が使用者に選択させた合成画像を前記記
録媒体に記録させる記録制御手段と
　を備えたことを特徴とするカメラ装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、
　前記画像合成手段により生成された複数の合成画像とその合成画像を生成した合成用の
顔画像とを、前記表示手段にスルー画像と共に表示させることを特徴とする請求項１記載
のカメラ装置。
【請求項３】
　前記画像合成手段が前記複数の合成画像を生成する際の複数の合成比率を使用者の要求
に応じて変化させる合成比率制御手段を備えたことを特徴とする請求項１又は２記載のカ
メラ装置。
【請求項４】
　前記画像記憶手段には合成用の顔画像が複数記憶される一方、
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　前記画像記憶手段に記憶されている複数の顔画像の中から、前記顔検出手段により検出
された人物の顔領域の画像と類似する顔画像を抽出する類似画像抽出手段を備え、
　前記画像合成手段は、前記顔検出手段により検出された人物の顔領域に、前記類似画像
抽出手段により抽出された顔画像を複数の合成比率で合成して複数の合成画像を生成する
　ことを特徴とする請求項１乃至３いずれか記載のカメラ装置。
【請求項５】
　前記画像記憶手段には合成用の顔画像が複数記憶される一方、
　前記画像記憶手段に記憶されている複数の顔画像のうちから所望する顔画像を使用者に
選択させる顔画像選択制御手段を備え、
　前記画像合成手段は、前記顔検出手段により検出された人物の顔領域に、前記顔画像選
択制御手段が使用者に選択させた顔画像を複数の合成比率で合成して複数の合成画像を生
成する
　ことを特徴とする請求項１乃至３いずれか記載のカメラ装置。
【請求項６】
　前記記録制御手段は、前記画像合成手段により生成された複数の合成画像を単一の画像
ファイルに格納して前記記録媒体に記録させる
　ことを特徴とする請求項１乃至５いずれか記載のカメラ装置。
【請求項７】
　被写体を撮像する撮像手段と、この撮像手段により撮像された被写体像をスルー画像と
して表示する表示手段とを備えたカメラ装置において、
　前記撮像手段により撮像された被写体像から人物の顔領域を検出する工程と、
　検出した人物の顔領域に、合成用の顔画像を複数の合成比率で合成して複数の合成画像
を生成する工程と、
　生成した複数の合成画像を前記スルー画像とともに表示させる工程と、
　使用者の撮影要求に応答し、生成した合成画像を記録する工程と
　を含むことを特徴とする撮影方法。
【請求項８】
　被写体を撮像する撮像手段と、この撮像手段により撮像された被写体像をスルー画像と
して表示する表示手段とを備えたカメラ装置が有するコンピュータに、
　前記撮像手段により撮像された被写体像から人物の顔領域を検出する処理と、
　検出した人物の顔領域に、合成用の顔画像を複数の合成比率で合成して複数の合成画像
を生成する処理と、
　生成した複数の合成画像を前記スルー画像とともに表示させる処理と、
　使用者の撮影要求に応答し、生成した合成画像を記録する処理と
　を実行させることを特徴とする撮影制御プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　前記課題を解決するため請求項１記載の発明に係るカメラ装置にあっては、被写体を撮
像する撮像手段と、この撮像手段により撮像された被写体像をスルー画像として表示する
表示手段とを備えたカメラ装置において、前記撮像手段により撮像された被写体像から人
物の顔領域を検出する顔検出手段と、合成用の顔画像が記憶された画像記憶手段と、前記
顔検出手段により検出された人物の顔領域に、前記画像記憶手段に記憶されている合成用
の顔画像を複数の合成比率で合成して複数の合成画像を生成する画像合成手段と、この画
像合成手段により生成された複数の合成画像を、前記表示手段にスルー画像と共に表示さ
せる表示制御手段と、この表示制御手段によって前記表示手段に表示された複数の合成画
像のうちから所望する合成画像を使用者に選択させる選択制御手段と、使用者の撮影要求
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に応答し、前記選択制御手段が使用者に選択させた合成画像を前記記録媒体に記録させる
記録制御手段とを備えたことを特徴とする。
　また、請求項２記載の発明に係るカメラ装置にあっては、前記表示制御手段は、前記画
像合成手段により生成された複数の合成画像とその合成画像を生成した合成用の顔画像と
を、前記表示手段にスルー画像と共に表示させることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　また、請求項３記載の発明に係るカメラ装置にあっては、前記画像合成手段が前記複数
の合成画像を生成する際の複数の合成比率を使用者の要求に応じて変化させる合成比率制
御手段を備えたことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、請求項４記載の発明に係るカメラ装置にあっては、前記画像記憶手段には合成用
の顔画像が複数記憶される一方、前記画像記憶手段に記憶されている複数の顔画像の中か
ら、前記顔検出手段により検出された人物の顔領域の画像と類似する顔画像を抽出する類
似画像抽出手段を備え、前記画像合成手段は、前記顔検出手段により検出された人物の顔
領域に、前記類似画像抽出手段により抽出された顔画像を複数の合成比率で合成して複数
の合成画像を生成することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、請求項５記載の発明に係るカメラ装置にあっては、前記画像記憶手段には合成用
の顔画像が複数記憶される一方、前記画像記憶手段に記憶されている複数の顔画像のうち
から所望する顔画像を使用者に選択させる顔画像選択制御手段を備え、前記画像合成手段
は、前記顔検出手段により検出された人物の顔領域に、前記顔画像選択制御手段が使用者
に選択させた顔画像を複数の合成比率で合成して複数の合成画像を生成することを特徴と
する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、請求項６記載の発明に係るカメラ装置にあっては、前記記録制御手段は、前記画
像合成手段により生成された複数の合成画像を単一の画像ファイルに格納して前記記録媒
体に記録させることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、請求項７記載の発明に係る撮影方法にあっては、被写体を撮像する撮像手段と、
この撮像手段により撮像された被写体像をスルー画像として表示する表示手段とを備えた
カメラ装置において、前記撮像手段により撮像された被写体像から人物の顔領域を検出す
る工程と、検出した人物の顔領域に、合成用の顔画像を複数の合成比率で合成して複数の
合成画像を生成する工程と、生成した複数の合成画像を前記スルー画像とともに表示させ
る工程と、使用者の撮影要求に応答し、生成した合成画像を記録する工程とを含むことを
特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、請求項８記載の発明に係る撮影制御プログラムにあっては、被写体を撮像する撮
像手段と、この撮像手段により撮像された被写体像をスルー画像として表示する表示手段
とを備えたカメラ装置が有するコンピュータに、前記撮像手段により撮像された被写体像
から人物の顔領域を検出する処理と、検出した人物の顔領域に、合成用の顔画像を複数の
合成比率で合成して複数の合成画像を生成する処理と、生成した複数の合成画像を前記ス
ルー画像とともに表示させる処理と、使用者の撮影要求に応答し、生成した合成画像を記
録する処理とを実行させることを特徴とする。
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